
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４０１ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「MOUSA１」 （教育芸術社） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１学期はおもに発声法、クラシックギターの取り扱いや基本的な奏法、読譜等、音楽の授業におけ

る基本を重点的に学習します。２学期は、１学期の学習内容をさらに深めながらアンサンブルの楽

しさを味わってもらいます。３学期にはグループ毎に自由課題の演奏を行います。アンサンブルを

作っていく過程でクラスメートと協力をしたり、創意工夫をしたりすることも大切な目標です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽

文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると

ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

(2) 自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを

自ら味わって聴くことができるようにする。 

(3) 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと

もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしてい

く態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 曲想と音楽の構造や文

化的・歴史的背景など

との関わり及び音楽の

多様性について理解し

ている。知識 

 創意工夫を生かした音

楽表現をするために必

要な技能を身に付け、

歌唱、器楽、創作で表

している。技能 

音楽を形づくっている要素や

要素同士の関連を知覚し、そ

れらの働きを感受しながら、

知覚したことと感受したこと

との関わりについて考え、自

己のイメージをもってどのよ

うに表すかについて表現意図

をもったり、音楽を評価しな

がら良さや美しさを自ら味わ

って聴いたりしている。 

主体的・協働的に表現及び鑑

賞の学習活動に取り組もうと

している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一

学

期 

曲
に
ふ
さ
わ
し
い
発
声
で
表
情
豊
か
に
歌
お
う 

【歌唱】 

発声の基礎 

「校歌」 

「花」 

「翼をください」 

「Lemon」 

「A whole new world」 

 

a:【知】様々な表現形態による歌

唱表現の特徴について理解し

ている。 

【技】姿勢や呼吸などの身体の

使い方の技能、他者との調和

を意識して歌う技能を身に付

け、歌唱で表している。 

b:曲の構成を理解し、その効果を

感受しながら、意図的に表現し

ている。 

c:独唱や二重唱など音楽を幅広

く様々な視点から捉えようと

することに関心をもち、音楽活

動を楽しみながら、主体的・協

働的に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 

ワーク 

シート 

 

実技 

テスト 

 

 

 

 

 

 

実技 

テスト 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

実技テスト 

 

ワーク 

シート 

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
基
本
奏
法
を
身
に
付
け
よ
う 

【器楽】 

自作プリント 

「チューニング、音階、運指、

奏法についてのプリント」 

「きらきらぼし」 

「大きな栗の木の下で」（2 重

奏） 

a:【知】ギターの調弦方法、構え

方、運指、読譜力、奏法（ア

ポヤンド、アルアイレ）につ

いて理解している。 

【技】ギターの調弦方法、構え

方、運指、読譜力、奏法（ア

ポヤンド、アルアイレ）が身

についている。 

b:曲の構成を理解し、その効果を

感受しながら、意図的に表現し

ている。 

c:ギターの基本奏法に関心をも

ち、音楽活動を楽しみながら、

主体的にギターの学習活動に

取り組もうとしている。 

ワーク 

シート 

 

実技 

テスト 

 

 

 

 

 

 

実技 

テスト 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

実技テスト 

 

ワーク 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

一
学
期 

身
体
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】【鑑賞】 

「Ｐｌｙｍｏｕｔｈ Ｒｏｃｋ」 

 

【鑑賞】 

STOMP のパフォーマンス映

像 

a:【知①】曲想と手拍子や足踏み

の音色や奏法との関わりにつ

いて理解している。（器楽） 

【技①】リズムを読譜し、表現

することができている。また

創意工夫を生かした器楽表現

をするために必要な曲にふさ

わしい奏法、身体の使い方、

他者との調和を意識して演奏

する技能を身に付け、演奏し

ている。（器楽） 

 【知②】曲想、音色、奏法の関

わりとその演奏効果について

理解している。（鑑賞） 

b:【思①】音色、リズム、速度、

テクスチュア。強弱、形式、構

成を知覚し、それらの働きを感

受しながら、知覚したことと感

受したこととの関わりについ

て考え、どのように演奏するか

について表現意図をもってい

る。（器楽） 

 【思②】音色、リズム、速度、

テクスチュア、強弱、形式、構

成を知覚し、それらの働きを感

受しながら、知覚したことと感

受したこととの関わりについ

て考え、音楽のよさや美しさを

自ら味わって聴いている。（鑑

賞） 

c: 音色、リズム、速度、テクス

チュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受

しながら他者との調和を意識

して演奏することに関心をも

ち、主体的・協働的に器楽・

鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。（器楽・鑑賞） 

ワーク 

シート 

 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

発表 

 

ワーク 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

一
学
期 

ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
発
表
し
よ
う 

【創作】【歌唱】 

くいしんぼうのラップ 

 

a：【知①】言葉を連ねたり重ね

たりしたときの響き、音型な

どの特徴、構成の特徴につい

て、表したいイメージと関わ

らせて理解している。（創作） 

【技①】創意工夫を生かした創

作表現をするために必要な反

復、変化などの手法を活用し

て音楽をつくる技能を身に付

け、創作で表している。（創

作） 

【知②】創意工夫を生かした歌

唱表現をするために必要な、

曲にふさわしい発声、言葉の

発音、身体の使い方などを理

解している。（歌唱） 

【技②】創意工夫を生かした歌

唱表現をするために必要な、

曲にふさわしい発声、言葉の

発音、身体の使い方などの技

能を身に付け、歌唱で表して

いる。（歌唱） 

b：【思①】音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、

形式、構成を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考え、どのよ

うに音楽をつくるかについて

表現意図をもっている。（創

作） 

【思②】音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、

形式、構成を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考え、どのよ

うに歌うかについて表現意図

をもっている。（歌唱） 

c：言葉を連ねたり重ねたりした

ときの響き、音型などの特徴

に関心をもち、主体的・協働

的に創作・歌唱の学習活動に

取り組もうとしている。（創

作、歌唱） 

ワーク 

シート 

 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

発表 

 

ワーク 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

外
国
の
独
唱
曲
に
親
し
む 

【歌唱】 

「Ｏ ｓｏｌｅ ｍｉｏ」（イタリア語） 

「Heidenröslein」（シューベル

ト、ドイツ語） 

a：【知】曲想と音楽の構造や歌

詞、文化的・歴史的背景との

関わりについて理解してい

る。 

【技】創意工夫を生かした歌唱

表現をするために必要な、曲

にふさわしい発声、言葉の発

音、身体の使い方などの技能

を身に付け、歌唱で表してい

る 

b：音色、リズム、速度、旋律、

テクスチュア、強弱、形式、

構成を知覚し、それらの働き

を感受しながら、知覚したこ

とと感受したこととの関わり

について考え、どのように歌

うかについて表現意図をもっ

ている。 

c：曲想と音楽の構造や歌詞、文

化的・歴史的背景との関わりに

関心をもち、主体的・協働的に

歌唱の学習活動に取り組もう

としている。 

ワーク 

シート 

 

実技 

テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

テスト 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

実技テスト 

 

ワーク 

シート 

三
線
入
門 

【歌唱】【器楽】【創作】【鑑賞】 

自作プリント（三線の調弦、工

工四の読譜、音階、きらきら

星、茶摘み） 

 

「海の声」（三線を使った器楽

合奏、合奏への編曲） 

 

a:【知①】三線の調弦方法、構え

方、運指、工工四の読譜につ

いて理解している。（器楽） 

【技①】三線の調弦方法、構え

方、運指、工工四の読譜が身

についている。（器楽） 

【知②】曲想と音色や奏法との

関わり及びその関わりによっ

て生み出される表現上の効果

について理解している。（歌

唱、器楽） 

【技②】創意工夫を生かした器

楽表現をするために必要な、

曲にふさわしい奏法、身体の

使い方などの技能、及び他者

との調和を意識して演奏する

技能を身に付け、歌唱、器楽

で表している。（歌唱、器楽） 

ワーク 

シート 

 

実技 

テスト 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

三
線
入
門 

【歌唱】【器楽】【創作】【鑑賞】 

自作プリント（三線の調弦、工

工四の読譜、音階、きらきら

星、茶摘み） 

 

「海の声」（三線を使った器楽

合奏、合奏への編曲） 

 

【知③】音を連ねたり重ねたり

したときの響き、コードの構

成音や音型、リズムなどの特

徴、構成の特徴について、表

したいイメージと関わらせて

理解している。(創作) 

【技③】創意工夫を生かした創

作表現をするために必要な、

音楽を形づくっている要素の

働きを変化させ、編曲をする

技能を身に付け、創作で表し

ている。（創作） 

【知④】曲想と音色や奏法との

関わり及びその関わりによっ

て生み出される表現上の効果

や、他者との調和を意識して

演奏することに関心をもち、

主体的・協働的に学習活動に

取り組もうとしている。（鑑

賞） 

b:【思①】音色と奏法の関わり、

リズム、速度、旋律、形式、構

成を知覚し、それらの働きを感

受しながら、知覚したことと感

受したこととの関わりについ

て考え、どのように演奏するか

について表現意図をもってい

る。（歌唱、器楽） 

【思②】音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、

形式、構成を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考え、どのよ

うに音楽をつくるかについて

独自の表現意図をもってい

る。（創作） 

 【思③】音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、形

式、構成を知覚し、それらの働

きを感受しながら、知覚したこ

とと感受したこととの関わり

について考えるとともに、音楽

のよさや美しさを深く味わっ

て聴いている。（鑑賞） 

ワーク 

シート 

 

実技 

テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

テスト 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

三
線
入
門 

【歌唱】【器楽】【創作】【鑑賞】 

自作プリント（三線の調弦、工

工四の読譜、音階、きらきら

星、茶摘み） 

 

「海の声」（三線を使った器楽

合奏、合奏への編曲） 

c:三線の奏法や音色、編曲によ

る効果、他者との調和を意識

して演奏することに関心をも

ち、主体的・協働的に器楽の

学習活動に取り組もうとして

いる。（歌唱、器楽、創作、

鑑賞） 

  観察 

 

実技テスト 

 

ワーク 

シート 

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
に
挑
戦 

【歌唱】【器楽】 

「カントリーロード」 

（コード弾き、ギター弾き語り） 

a:【知①】曲想と音楽の構造や歌

詞、文化的背景との関わり及

びその関わりによって生み出

される表現上の効果について

理解している。（歌唱） 

【知②】ギターコードの構成音

と運指、読譜力、ストローク

奏法について理解している。

（器楽） 

【技】ギターコードの構成音と

運指、読譜力、ストローク奏

法、曲にふさわしい発声、言

葉の発音、身体の使い方など

の技能を身に付け、器楽・歌

唱で表している。（歌唱、器

楽） 

b: 音色、リズム、速度、旋律、

テクスチュア、強弱、形式、構

成を知覚し、それらの働きを感

受しながら、知覚したことと感

受したこととの関わりについ

て考え、どのように演奏するか

について表現意図をもってい

る。（歌唱、器楽） 

c: 曲想とギターの音色や奏法と

の関わりに関心をもち、主体

的・協働的に歌唱・器楽の学習

活動に取り組もうとしている。

（歌唱、器楽） 

ワーク 

シート 

 

実技 

テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

テスト 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

実技テスト 

 

ワーク 

シート 

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

を
知
ろ
う 

【鑑賞】 

 「世界の諸民族の音楽」 

a：【知】世界各地の音楽の特徴

と文化的・歴史的背景との関

わりについて理解している。

また、言葉の特性と曲種に応

じた発声との関わりについて

理解している。 

ワーク 

シート 

 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

二
学
期 

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽
を
知
ろ
う 

【鑑賞】 

 「世界の諸民族の音楽」 

b：音色、リズム、速度、旋律、

テクスチュア、強弱、形式、

構成を知覚し、それらの働き

を感受しながら、知覚したこ

とと感受したこととの関わり

について考えるとともに、音

楽表現の共通性や固有性につ

いて考え、音楽のよさや美し

さを自ら味わって聴いている 

c：世界各地の音楽の特徴と文化

的・歴史的背景との関わり、

及び音楽表現の共通性や固有

性に関心をもち、主体的・協

働的に鑑賞の学習活動に取り

組もうとしている。 

 ワーク 

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク 

シート 

三
学
期 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ナ
ン
バ
ー
を
歌
お
う 

 

【歌唱】Memory/美女と野

獣  

【鑑賞】ミュージカル《キ

ャッツ》/ミュージ カル映画

『美女と野獣』/「舞台芸術」 

a:【知①】曲想と音楽の構造や歌

詞との関わりについて理解し

ている。（歌唱） 

【知②】音楽の特徴と他の芸術と

の関わりについて理解してい

る。（鑑賞） 

【技】創意工夫を生かした歌唱表

現をするために必要な、曲に

ふさわしい発声、言葉の発音、

身体の使い方などの技能を身

に付け、歌唱で表している。 

b:【思①】音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、

形式、構成を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考え、どのよ

うに歌うかについて表現意図

をもっている。（歌唱） 

【思②】音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、

形式、構成を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの

関わりについて考えるととも

に、曲や演奏に対する評価と

その根拠について考え、音楽

のよさや美しさを自ら味わっ

て聴いている。（鑑賞） 

ワーク 

シート 

 

実技 

テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技 

テスト 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ナ
ン

バ
ー
を
歌
お
う 

【歌唱】Memory/美女と野

獣  

【鑑賞】ミュージカル《キ

ャッツ》/ミュージ カル映画

『美女と野獣』/「舞台芸術」 

c：曲想と音楽の構造や歌詞、文

化的・歴史的背景との関わり

に関心をもち、主体的・協働

的に歌唱・鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。 

  観察 

 

実技テスト 

 

ワーク 

シート 

三
学
期 

班
別
自
由
演
奏
発
表
に
向
け
、
取
り
組
む 

【歌唱】【器楽】【創作】【鑑賞】 

自由課題の発表 

（曲、楽器編成、アレンジ等、

各グループで決める） 

a：【知】曲想と楽器の音色や奏法

との関わりについて理解して

いる。（歌唱・器楽・創作・

鑑賞） 

【技①】創意工夫を生かした器

楽表現をするために必要な、

他者との調和を意識して演奏

する技能、及び器楽アンサン

ブルの表現形態の特徴を生か

して演奏する技能を身に付

け、演奏で表現している。（歌

唱・器楽） 

【技②】音型、リズム、速度、テ

クスチュア、強弱、形式、構

成を知覚し、それらの働きを

感受しながら、知覚したこと

と感受したこととの関わりに

ついて考え、どのように楽曲

の雰囲気にあった編曲をする

かについて表現意図をもって

いる。（創作） 

b：【思】音色、リズム、速度、旋

律、テクスチュア、強弱、形

式、構成を知覚し、それらの

働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関

わりについて考え、どのよう

に演奏・編曲するかについて

表現意図をもっている。（歌

唱・器楽・創作・鑑賞） 

c：曲想と楽器の音色や奏法との関

わり、及び他者との調和や表

現形態の特徴を生かして演

奏・編曲することに関心をも

ち、主体的・協働的に学習活

動に取り組もうとしている。

（歌唱・器楽・創作・鑑賞） 

ワーク 

シート 

 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

振り返り 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

発表 

 

ワーク 

シート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


